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生化学講座

秋田県立横手高等学校卒業
平成 7 年 山形大学理学部卒業
平成12年 北海道大学大学院薬学研究科
 博士課程修了
教育専門分野
１）生化学
研究分野
１）分子細胞生物学
２）生化学
趣味：トレッキング、猫鑑賞主任教授  西田　　満

　がんによる死亡原因のほとんどは原発巣から他臓器への転移によるといわれています。がん化した細胞は悪
性化することで周囲の組織に浸潤し、リンパ節や遠隔の臓器に転移するようになりますが、それらのプロセス
は多様であり、その制御機構もきわめて多岐にわたります。生化学講座では、細胞の接着、極性、移動といっ
た基本的細胞機能の視点からがんの浸潤・転移の分子メカニズムの解明を目指して研究を行っています。その
糸口としてWntシグナルやインテグリンシグナルに注目し、分子・細胞・個体レベルでの解析を進めています。

講座・部門紹介

福島県立安積高校卒業
平成 5 年 福島県立医科大学卒業
平成 9 年 福島県立医科大学大学院
 医学研究科修了
教育専門分野
１）免疫学
研究分野
１）補体学
２）自己免疫学
３）リウマチ・膠原病学主任教授　　　　

関根　英治

講座・部門の主な研究内容
 1 ．がん細胞の浸潤・転移におけるWntシグナルおよびイ

ンテグリンシグナルの分子機構解析
 2 ．がん細胞の悪性化プロセスにおけるハイブリットEMT

の実態解明

研修医、臨床医入学時の研究分野
 1 ．がん細胞の浸潤・転移を制御する細胞内シグナル経路
の機能解析

 2 ．がん細胞の挙動を司る細胞間コミュニケーションの解析

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　がんによる死亡の直接的な原因の多くは、他臓
器への転移であるといわれており、転移を抑える
ことができれば、多くのがん患者の命を救うこと
ができます。がん転移を抑える方法を開発するた
めには、がん細胞の浸潤・転移のメカニズムを理
解する必要があります。このような難題に挑戦す
る情熱のある方の参加を求めています。

URL https://www.fmu.ac.jp/home/biocheml/index.html
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免疫学講座

　免疫とは、自己と非自己を見分け、病原微生物などの非自己を排除する機構です。その機構とその破綻に
よって引き起こされる疾患を理解し、治療に結びつけるのが免疫学です。当講座では、感染初期にはたらく
自然免疫機構（特に補体系）の解明と、自己免疫疾患の解明（特にSLE）に重点をおいた研究を進めていま
す。学内臨床講座はもちろん、海外の研究機関との共同研究を積極的に推進しています。

講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容
 1 ．補体レクチン経路におけるMASP-1/3の役割
 2 ．SLEモデルマウスにおける辺縁帯B細胞の役割
 3 ．新規抗補体薬の開発

研修医、臨床医入学時の研究分野

 1 ．自然免疫における補体レクチン経路の役割
　　－特に補体レクチン経路の分子基盤－
 2 ．自己免疫疾患における自然免疫の役割
　　－特にループス腎炎における補体レクチン経路と第二
　　経路の関与－

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ

　現在の医学は基礎医学研究の発展の上に成り立
っているといっても過言ではありません。当講座
は免疫学を中心とした基礎系の講座です。直接臨
床経験を積む場は提供できませんが、最先端の生
化学的及び分子生物学的手法を常に取り入れて研
究を行っています。是非、臨床系の大学院生の方
等、基礎的な研究に触れてみたい方の訪問を歓迎
します。

URL http://www.fmu.ac.jp/home/biochem2/biochem2-top.htm
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